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ごあいさつ
　日頃より格別なるご愛顧、お引き立てを賜り心から厚く御礼申し上げます。
　ここに当期上半期の業績や活動内容を「上半期ディスクロージャー誌」に取りまとめまし
たので、ご高覧いただきたいと存じます。
　当地域の景況は、新型コロナウイルス発生からやがて2年となる現在も、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により私たちの生活や事業活動は依然厳しい状況が続いております。
　当組合は、今期も引き続き相互扶助の理念の基、新型コロナウイルス感染症の影響を受

けているお客様のご支援を最優先に全力で活動しております。
　まきしんは、来年6月19日に創立70周年を迎えます。地元の皆様によって創られ、地域の皆様と共に歩んだ70年に感謝し、こ
れからも地域の皆様に必要とされる金融機関であり続けるよう役職員一同が努力をいたす所存でございます。
　皆様におかれましては、今後とも一層のご愛顧、お引き立てを賜りますようお願い申し上げます。
	 令和3年11月
	 理事長　小杉　正人

まきしんの令和3年9月期 業績ダイジェスト

　コロナ禍におけるお客様の資金繰り支援に積極的に取り組んだ 
結果、貸出金は大幅に増加し、貸出金利息も増加いたしました。また、
運用資金の増加と効率的な資金運用に努めた結果、資金運用収益は
前年同月比76百万円増加し、業務純益は103百万円と大幅に増加 
いたしました。
　金融機関の本来業務による利益となるコア業務純益についても前
年同月比3.8倍増の103百万円となりました。

　貸出金および余裕資金運用の増加に伴い、経常利益は前年同月比
76百万円増加し、当期純利益も前年同月比4.5倍増の99百万円と大
幅な増益となりました。

預金の状況

業務純益・コア業務純益 経常利益・当期純利益

貸出金の状況
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金融再生法開示債権及び同債権に対する保全額 （単位：百万円、％）

区 　 　 　 分
債権額
（A）

担保・保証等
（B）

貸倒引当金
（C）

保全額
（D）=（B）+（C）

保全率
（D）/（A）

破 産 更 生 債 権 及 び
これらに準ずる債権

令 和 2 年 9 月 末 86 20 66 86 100.00

令 和 3 年 9 月 末 127 19 108 127 100.00

危 険 債 権
令 和 2 年 9 月 末 160 70 44 115 72.10

令 和 3 年 9 月 末 161 66 47 114 70.60

要 管 理 債 権
令 和 2 年 9 月 末 246 90 0 91 36.90

令 和 3 年 9 月 末 297 146 13 159 53.70

金融再生法開示債権計
令 和 2 年 9 月 末 493 181 111 293 59.40

令 和 3 年 9 月 末 586 232 169 401 68.40

正 常 債 権
令 和 2 年 9 月 末 19,833

令 和 3 年 9 月 末 21,402

合 計
令和2年9月末 20,326

令和3年9月末 21,989

（注）� 令和3年9月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第4条に規定する各債権のカテゴリーにより分類し、以下の簡便
な方法により算出しております。従って、令和3年3月末の計数とは算出方法が異なるため、計数は連続しておりません。

� 〈令和3年9月末の算出方法〉
1.� 債務者区分については原則として令和3年3月末時点における自己査定による債務者区分を基準としております。ただし、4月1日から9月末まで
に倒産、不渡り等の客観的な事実ならびに内部格付による債務者区分の変更等のあった債務者については、当組合の定める基準に基づく債務者
区分見直し後の債務者区分によっております。

2.�「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」の金額は、債務者区分でいう破綻先及び実質破綻先に該当する債務者に対する債権の合計です。
3.�「危険債権」の金額は、債務者区分でいう破綻懸念先に該当する債務者に対する債権の合計です。
4.�「要管理債権」の金額は、債務者区分でいう要注意先に該当する債務者に対する債権のうち、貸出条件を緩和している債権及び3か月以上延滞し
ている貸出債権の合計です。

5.�「正常債権」の金額は、債務者の財務状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要
管理債権」以外の債権の合計です。

（注）各計数は、単位未満を切り捨てて表示していますので、合計が一致しない場合があります。
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　自己資本額は176百万円増加し、61億96百万円となりました。 
また、自己資本比率は18.88％と高い水準を持続しています。自己資
本比率は金融機関の健全性、安全性を図る重要な指標値ですが、当
組合は国内基準となる4％の4.5倍を上回る数値となっており、まきし
んが安心安全にお取引頂ける金融機関であることを示しております。

　金融再生法に基づく不良債権の額は、586百万円とコロナ禍の影
響等から前年同月比で増加いたしましたが、不良債権比率は2.66％
と全国の金融機関の中でも極めて低い水準で推移しており、当組合
の貸出金資産は高い健全性を維持しています。

自己資本比率・自己資本額 不良債権比率・不良債権額
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貸借対照表 （単位：千円）

科 目 金　　　　額
（ 資 産 の 部 ） 令和3年9月末 〈参考〉令和2年9月末
現 金 636,716 656,545
預 け 金 20,714,594 21,915,911
有 価 証 券 28,325,861 26,591,368

国 債 2,605,880 2,622,330
地 方 債 772,990 775,860
社 債 15,334,893 15,224,454
株 式 1,106,190 803,751
そ の 他 の 証 券 8,505,908 7,164,973

貸 出 金 21,968,909 20,306,343
割 引 手 形 30,208 29,454
手 形 貸 付 642,608 675,905
証 書 貸 付 20,784,035 18,947,179
当 座 貸 越 512,056 653,804

そ の 他 資 産 530,553 507,618
未 決 済 為 替 貸 3,792 3,533
全 信 組 連 出 資 金 343,100 343,100
未 収 収 益 141,301 101,911
そ の 他 の 資 産 42,360 59,073

有 形 固 定 資 産 500,403 510,793
建 物 102,271 114,597
土 地 361,399 355,038
その他の有形固定資産 36,732 41,156

無 形 固 定 資 産 2,792 2,636
ソ フ ト ウ ェ ア 745 745
その他の無形固定資産 2,047 1,890

繰 延 税 金 資 産 ─ ─
債 務 保 証 見 返 711 794
貸 倒 引 当 金 △ 336,247 △ 234,949

（うち個別貸倒引当金） （△ 271,278） （△ 226,313）

資 産 の 部 合 計 72,344,295 70,257,061

科 目 金　　　　額
（ 負 債 の 部 ） 令和3年9月末 〈参考〉令和2年9月末
預 金 積 金 63,075,338 61,674,090

当 座 預 金 807,707 773,994
普 通 預 金 25,787,806 23,304,466
貯 蓄 預 金 43,048 42,671
通 知 預 金 ─ ─
定 期 預 金 34,034,777 35,054,015
定 期 積 金 2,244,114 2,327,622
そ の 他 の 預 金 157,883 171,321

借 用 金 1,800,000 1,800,000
当 座 借 越 1,800,000 1,800,000

そ の 他 負 債 103,282 101,589
未 決 済 為 替 借 7,752 9,046
未 払 費 用 33,272 34,570
給 付 補 塡 備 金 923 1,640
未 払 法 人 税 等 425 425
前 受 収 益 5,128 5,419
職 員 預 り 金 52,541 45,463
そ の 他 の 負 債 3,239 5,024

賞 与 引 当 金 19,302 18,293
役 員 賞 与 引 当 金 ─ ─
退 職 給 付 引 当 金 ─ ─
役員退職慰労引当金 32,492 26,226
睡眠預金払戻損失引当金 676 2,290
偶 発 損 失 引 当 金 350 44
繰 延 税 金 負 債 326,081 171,406
債 務 保 証 711 794
負 債 の 部 合 計 65,358,235 63,794,736
（ 純 資 産 の 部 ）
出 資 金 181,449 181,246

普 通 出 資 金 181,449 181,246
利 益 剰 余 金 5,951,890 5,832,842

利 益 準 備 金 187,157 187,157
その他利益剰余金 5,764,733 5,645,685

特 別 積 立 金 5,191,000 5,191,000
当期未処分剰余金 573,733 454,685

組 合 員 勘 定 合 計 6,133,339 6,014,088
その他有価証券評価差額金 852,721 448,237
評価・換算差額等合計 852,721 448,237
純 資 産 の 部 合 計 6,986,060 6,462,325
負債及び純資産の部合計 72,344,295 70,257,061

（注）�各計数は、単位未満を切り捨てて表示していますので、
合計が一致しない場合があります。

− 3 −

損益計算書 （単位：千円）

科 目 令和3年9月末 〈参考〉令和2年9月末
経 常 収 益 482,978 406,218

資 金 運 用 収 益 461,479 384,699
貸 出 金 利 息 179,807 173,342
預 け 金 利 息 13,250 15,714
有価証券利息配当金 258,836 186,607
その他の受入利息 9,586 9,035

役 務 取 引 等 収 益 18,612 18,358
受入為替手数料 10,658 10,371
その他の役務収益 7,954 7,987

そ の 他 業 務 収 益 960 214
その他の業務収益 960 214

そ の 他 経 常 収 益 1,925 2,945
貸倒引当金戻入益 471 2,506
償却債権取立益 210 210
株 式 等 売 却 益 589 ─
その他の経常収益 654 229

経 常 費 用 382,796 382,105
資 金 調 達 費 用 9,440 12,363

預 金 利 息 9,968 11,952
給付補塡備金繰入額 286 576
借 用 金 利 息 △ 941 △ 275
その他の支払利息 127 110

役 務 取 引 等 費 用 20,139 20,553
支払為替手数料 4,567 4,582
その他の役務費用 15,572 15,971

そ の 他 業 務 費 用 10 171
国債等債券償還損 ─ 171
その他の業務費用 10 ─

経 費 348,335 342,485
人 件 費 232,622 222,614
物 件 費 110,284 114,316
税 金 5,428 5,555

そ の 他 経 常 費 用 4,871 6,530
その他の経常費用 4,871 6,530

経 常 利 益 100,181 24,113

科 目 令和3年9月末 〈参考〉令和2年9月末
特 別 利 益 1,062 ─

固 定 資 産 処 分 益 1,062 ─
特 別 損 失 15 9

固 定 資 産 処 分 損 15 9
税 引 前 当 期 純 利 益 101,228 24,104
法人税、住民税及び事業税 1,673 1,605
法 人 税 等 調 整 額 ─ ─
法 人 税 等 合 計 1,673 1,605
当 期 純 利 益 99,554 22,499
繰越金（当期首残高） 474,178 432,186
当 期 未 処 分 剰 余 金 573,733 454,685



（注）各計数は、単位未満を切り捨てて表示していますので、合計が一致しない場合があります。
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貸出金業種別残高・構成比 （単位：百万円、％）

業　　　　種　　　　別 令和3年9月末 〈参考〉令和2年9月末
金　　　額 構成比 金　　　額 構成比

製 造 業 1,034 4.7 895 4.4 
農 業 、 林 業 231 1.1 267 1.3 
漁 業 50 0.2 50 0.2 
鉱 業 、採 石 業 、砂 利 採 取 業 8 0.0 ─ ─
建 設 業 1,594 7.3 1,568 7.7 
電 気 、ガ ス 、熱 供 給 、水 道 業 ─ ─ ─ ─
情 報 通 信 業 1 0.0 2 0.0 
運 輸 業 、 郵 便 業 165 0.8 152 0.8 
卸 売 業 、 小 売 業 2,193 10.0 2,072 10.2 
金 融 業 、 保 険 業 4,009 18.2 3,500 17.2 
不 動 産 業 2,245 10.2 1,383 6.8 
物 品 賃 貸 業 10 0.0 6 0.0 
学術研究、専門･技術サービス業 180 0.8 10 0.1 
宿 泊 業 627 2.9 617 3.0 
飲 食 業 490 2.2 376 1.9 
生 活 関 連 サ ー ビ ス 業 、娯 楽 業 217 1.0 117 0.6 
教 育 、 学 習 支 援 業 33 0.2 37 0.2 
医 療 、 福 祉 278 1.3 272 1.3 
そ の 他 の サ ー ビ ス 786 3.6 905 4.5 
そ の 他 の 産 業 3 0.0 ─ ─
小 計 14,161 64.5 12,237 60.3 

国 ・ 地 方 公 共 団 体 等 1,504 6.8 1,636 8.1 
個人（住宅・消費・納税資金等） 6,303 28.7 6,432 31.7 
合 計 21,968 100.0 20,306 100.0 

その他有価証券 （単位：百万円）

種　　類
令和3年9月末 〈参考〉令和2年9月末

貸借対照表
計　上　額 取得原価 差　　額 貸借対照表

計　上　額 取得原価 差　　額

貸 借 対 照 表 計 上
額 が 取 得 原 価 を
超 え る も の

株 式 637 524 113 86 70 16
債 券 18,314 17,446 867 17,369 16,537 831

国 債 2,605 2,300 305 2,622 2,315 306
地 方 債 772 700 72 775 700 75
短 期 社 債 ─ ─ ─ ─ ─ ─
社 債 14,935 14,446 489 13,971 13,521 449

そ の 他 4,121 3,852 268 1,629 1,524 105
小 　 　 計 23,074 21,823 1,250 19,085 18,132 953

貸 借 対 照 表 計 上
額 が 取 得 原 価 を
超 え な い も の

株 式 468 510 △ 41 716 889 △ 172
債 券 399 400 △ 1 1,253 1,299 △ 46

国 債 ─ ─ ─ ─ ─ ─
地 方 債 ─ ─ ─ ─ ─ ─
短 期 社 債 ─ ─ ─ ─ ─ ─
社 債 399 400 △ 1 1,253 1,299 △ 46

そ の 他 285 299 △ 14 1,836 1,951 △ 114
小 　 　 計 1,152 1,210 △ 57 3,806 4,140 △ 333

合 　 　 　 計 24,226 23,033 1,193 22,892 22,272 619
（注）�1.�貸借対照表計上額は、当事業年度末における市場価格等に基づいております。�

2.�上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。�
3.�時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

有価証券の時価等情報  

  

満期保有目的の債券 （単位：百万円）

種　　類
令和3年9月末 〈参考〉令和2年9月末

貸借対照表
計　上　額 時　　価 差　　額 貸借対照表

計　上　額 時　　価 差　　額

時価が貸借対照表計
上額を超えるもの

国 債 ─ ─ ─ ─ ─ ─
地 方 債 ─ ─ ─ ─ ─ ─
短 期 社 債 ─ ─ ─ ─ ─ ─
社 債 ─ ─ ─ ─ ─ ─
そ の 他 2,598 2,824 225 1,098 1,241 143
小 計 2,598 2,824 225 1,098 1,241 143

時価が貸借対照表計
上額を超えないもの

国 債 ─ ─ ─ ─ ─ ─
地 方 債 ─ ─ ─ ─ ─ ─
短 期 社 債 ─ ─ ─ ─ ─ ─
社 債 ─ ─ ─ ─ ─ ─
そ の 他 1,500 1,475 △ 24 2,600 2,501 △ 98
小 計 1,500 1,475 △ 24 2,600 2,501 △ 98

合 　 　 　 計 4,098 4,300 201 3,698 3,743 44
（注）�1.�時価は、当事業年度末における市場価格等に基づいております。�

2.�上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。�
3.�時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。
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地域貢献活動（令和3年4月～令和3年9月まで）
◎地域に貢献する信用組合の経営姿勢

　当組合は、旧巻町を中心に新潟市（旧豊栄市、旧新津市、旧中蒲原郡亀田町及び小須戸町並びに横越町を除く）、西蒲原郡、燕市
を営業地区として、地域の中小規模の事業者や住民が組合員となって、お互いに助け合い、発展していくという相互扶助の理念に基
づいて運営されている協同組織金融機関です。
　中小規模の事業者や住民一人一人の顔が見える細やかな取引と、常に顧客（組合員）の事業の発展や生活の向上に貢献するため、
組合員の利益を第一に考えることを基本としています。
　また、昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けている皆さまへの支援を最優先に取り組んでおります。

◎取引先への支援状況
　昨年から続く新型コロナウイルス対応につきましては、経営に影響を受けている事業者の方や
住宅ローンをご利用されているお客様に対しまして、通常の窓口営業時間はもとより「夜間相談
タイム」「日曜ローン相談会」にて、ご返済条件の変更や新規ご融資のご相談に、迅速かつ丁寧
な対応を行っております。
　また、新型コロナウイルスの影響を特に大きく受けている事業者に対しましては、訪問による
ヒアリングを通してきめ細かい資金繰り支援を行うと共に、アフターコロナを見据えた支援に重
点を置き、真に必要とされる伴走型の支援を実施しています。
　その他、クラウドファンディングを活用した「しんくみ新型コロナ対応事業者応援プロジェク
ト」を始め、「しんくみ食のビジネスマッチング展」「しんくみ新現役交流会」による事業者の本
業支援についても積極的に取り組んでおります。

◎文化的・社会的貢献に関する活動
●�第６回角田山一周ハーフマラソン大会� �

西蒲区の魅力をより多くの人に発信することを目的に開催された「第６回 角田山一周 
ハーフマラソン大会(令和３年４月１１日)」に特別協賛いたしました。同大会は厳重な新型
コロナウイルス対策の下に無事開催され、当組合の職員もランナー、ボランティアスタッ
フとして参加いたしました。
●�献血� �

令和３年４月２１日、西蒲区役所で行われた献血に職員が参加いたしました。地域で活動
する信用組合にとって献血への参加は身近な社会貢献活動と捉え、今後も積極的に推進し
てまいります。
●�営業部店における地域貢献活動� �

各店舗で、「自分たちでできる地域貢献」について検討した上で、年度ごとに「地域貢献活
動計画」を策定し、計画に沿った取組みを行っています。実施している内容は公共的スペー
スの清掃活動、地域イベントへの参加等でありますが、今後も地域の為にできることを 
考えていきます。
●�懸賞作文「小さな助け合いの物語賞」を通じた地域貢献� �

創立７０周年記念事業の一環として、「助け合いの大切さを考える機会の提供」と「健全育成」
を目的に、地域の中学校へ懸賞作文の募集の呼びかけを行い、４校の７６名から応募いた
だきました。また、懸賞作文の募集を通じ、地域の中学校や後援会へ寄付金を贈呈いたし
ました。

店　　名 住　　　　　所 電　　話 ATM
本 店 〒953─0041　新潟市西蒲区巻甲4180番地1 0256（72）7111 1台
西 川 支 店 〒959─0422　新潟市西蒲区曽根225番地 0256（88）2330 1台
岩 室 支 店 〒953─0104　新潟市西蒲区岩室温泉721番地 0256（82）2201 1台
漆 山 支 店 〒953─0054　新潟市西蒲区漆山2502番地 0256（76）2911 1台
和 納 支 店 〒953─0125　新潟市西蒲区和納1丁目3番3号 0256（82）3361 1台
松 野 尾 支 店 〒953─0015　新潟市西蒲区松野尾4116番地2 0256（72）6555 1台
月 潟 支 店 〒950─1304　新潟市南区月潟560番地1 025（375）2950 1台
本 町 支 店 〒953─0041　新潟市西蒲区巻甲2211番地甲 0256（72）2333 2台
西 新 潟 支 店 〒950─2042　新潟市西区坂井439番地4 025（261）1181 1台

店舗一覧表 （自動機器設置状況）（令和 3年 11月現在）

〒953-0041 新潟市西蒲区巻甲4180番地1

ホームページ　https://www.maki.shinkumi.jp
TEL：0256-72-7111  FAX：0256-72-7110

清掃活動

寄付金贈呈


